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文明構造論IIB
Structure of Civilizations IIB 担当者氏名

教授 人間・環境学研究科 江田　憲治
助教 大学文書館 福家　崇洋
非常勤講師 大野　直樹
客員准教授 人文科学研究所 武上　真理子
非常勤講師 西井　美幸

 

配当学年  2-4回生 単位数  2 開講期   後期 曜時限  木4 授業形態  講義

 [授業の概要・目的]
「文明構造論」とは、現代の「国際文明」を構造的に考察し、文明諸領域のさまざまな問題点を考
察する学問領域である。この「文明構造論」の趣旨から、本講義は、①〈欧米近代の諸問題〉を共
通テーマとし、 ②歴史学・文学・社会学・政治学などを分析手段に用い、 ③ヨーロッパ文明圏と
東アジア文明圏双方の特質に関連した（とくにヨーロッパ文明を中心に）、下記の個別テーマにつ
いて、リレー講義を行う。近年、その限界が指摘されてもいる「西欧近代主義」の偏重を克服し、
多面的かつ多元的に、現代の「国際文明」を理解するための知識と視座を提供する。

 [授業計画と内容]
第 1週～第 4週  西井美幸「近代ドイツの青年運動についての考察」（）
第 5週～第 8週　武上真理子「科学史を通して見る近代西洋文明の生成と変容」
第 9週～第12週  大野直樹「アメリカ外交政策の形成における情報機関の役割」
第13週～第14週　福家崇洋「第一次世界大戦と日本」

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・基準]
出席状況とレポート。

 [教科書]
授業中に指示する
プリントを配布する。

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

（その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等））
必要な授業外学習については、授業中に指示する。また、授業内容やレポート作成についての質問
は、授業中において受け付けるほかに、江田研究室で受け付ける（吉田南総合館4階421室、水曜12:
00～13：00）。

※オフィスアワー実施の有無は、KULASISで確認してください。


